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ル
ク
ス
H

エ
ン
，
ク

w'
ス
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
論尾

/[奇

芳

治

イ
ギ

p
旦
草
命
を
ど
う
評
債
す
る
か

周
知
の
と
お

p
、
マ
ル
ク
ス
も
エ
ン
グ
ル
ス
も
、
完
結
し
た
イ
ギ
リ
ス
革
命
。
歴
史
を
か
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
八
四
四
年
の

エ
ン
グ
ル
ス
の
論
文
「
イ
ギ
U
ス
の
欣
態
」
(
マ
ル
ク
ス

l
エ
ン
ゲ
ル
ス
建
築
l
以
下
選
集
丘
町
す
l
第
五
谷
町
牧
)
か
ら
、

一
八
九
五
年
エ
ン

ゲ
ル
ス
の
死
白
直
前
に
か
か
れ
た
論
文
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
手
へ
の
序
文
』

動
白
金
期
聞
に
ま
た
が
る
あ
れ
こ
れ
の
論
文
の
一
部
を
な
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
づ
て
、
わ
た
し
の
課
題
は
、
か
か
れ
た
目

(
選
集
第
五
省
所
収
)
に
い
た
る
、
炉
れ

b
の
活

的
も
時
期
も
さ
ま
ざ
ま
た
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
た
い
す
る
マ
ル
ク
ス
・

z
y
グ
ル
ス
の
見
解
を
貰
く
い
く
つ
か
の

傾
向
的
な
も
の
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
て
者
る
か
ぎ
り
忠
賓
陀
紹
介
す
る
己
と
で
あ
る
。

住
マ
ル
ク
ス

-
z
y
ゲ
ル
λ

の
イ
ギ
D
ス
革
命
請
を
扱
っ
た
も
の
唱
と
し
て
は
、
ク
D
ス
?
フ
ァ
I

・
ヒ
ル
『
マ
ル
ク
ス
・
ェ
シ
ゲ
ル
ス
の
イ
ギ
刃
ス

内
胤
諭
』
(
口
出
口
】
・

4
Z阿
国
自
民

ω
y
p
H
U
司
R
F
H日
官
民
邑
阜
、
旨
日
凶
聞
何
回
目
晶
号
、
血
の
お
R
n
h
w
出

6
5
8
4
u
〈。
]
E

出
H
F
E。・

H)
が
あ
る
。
本

稿
を
ま
勾
と
め
る
う
え
で
多
〈
の
一
示
唆
を
え
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
〈
。

(
E
E
0・
国
.
与
ミ
ミ

p
h
f
k・

マ
ル
ク
ス
以
前
の
イ
ギ
リ
ノ
ス
革
命
研
究
は
、
二
つ
の
系
列
を
基
軸
に
し

τい
た
。
モ
の
一
は
、
ヒ
ュ

l
ム
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
』

に
代
表
さ
れ
る
、
革
命
否
定
の
ト

I
H
イ
的
見
解
、
そ
の
一
一

E
E
E・
g
-
N
W
4
。H

同
〉

マ
ル
ク
ス
1
エ
シ
ゲ
ル
ス
の
イ
ギ
U
J

ス
革
命
請
け
円

第
七
十
八
巻

)'、
九

第
五
鵠

四
五



マ
ル
ク
ス

l
ヱ
シ
ゲ
ル
ス
の
イ
ギ
ヨ
ス
革
命
論
付

第
七
十
八
巻

九
0 

第
五
銭

四
/、

は
、
パ

l
ト
Y

の
『
議
舎
日
誌
』

2
7
出
回
且

op
』U
宅
h
Q君、浩司
a

ミ
NUN-a
、
u
J
F
s
e
p
居
留
守
フ
ォ
ス
グ
l
の
『
共
和
制
時
代

の
政
治
家
遠
の
生
涯
』

(
Z
E
E
-
h
E
E
え
志
、
』
H
Q
号白書

S
A『
芯
町
内
、
語
、
是
認
昔
、
G
N
H
b
w
g白白
l
l
u
忠
治
よ
び
マ
コ

l
v
イ
の

諸
著
作
(
冨
一

5
5ヲ
k
p
s
H
E
Kミ
3

5虫
色
0
・

町

長

E
日
昔
、

E
L
g
H
ι
。・

h
v
.
bミ
ミ

h
A
N
G拾
お
お
品
目
・

ペ
TayJA
シ
タ
リ
ア
u
d

、
、
、
、
、

E
n
)

に
代
表
さ
れ
る
、
「
議
曾
汲
」
の
革
命
性
を
強
調
す
る
ホ
イ
ッ
グ
的
見
解
で
あ
る
。
一
九
世
紀
一
初
頭
が
、
閣
際
的
に
は
、
「
神

聖
同
盟
を
中
心
と
し
て
徒
薬
を
組
ん
だ
諸
政
府
お
よ
び
封
建
主
義
者
た
ち
と
、
プ
ル
ジ
ョ

7
ジ
ー
に
よ
っ
て
指
噂
さ
れ
た
園
民
大
衆
と

の
聞
の
恥
機
」
(
『
資
本
論
』

l
長
谷
部
認
第
一
審
七
人
頁
)
に
象
徴
さ
れ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
念
進
主
義
勃
興
の
時
代
て
あ
り
、
イ
ギ
nJ
ス
て
は
、

(
前
掲
書
七
八
頁
)
の
か
げ
に
、
資
本
と
勢
働
と
の
聞
の
階
級
闘
宰
が

穀
物
法
を
め
ぐ
る
「
産
業
資
本
と
貴
族
的
土
地
所
有
と
の
闘
弓
」

依
然
と
し
て
め
だ
た
な
h
ぜ
い
た
、
い
わ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
最
後
の
紫
天
時
代
を
な
し
た
と
い
う
事
情
は
、
十
八

世
組
を
遇
じ
て
の
正
営
的
見
解
で
あ
っ
た
ト

l
p
イ
的
見
解
に
た
い
す
る
、
ホ
ノ
ッ
グ
的
見
解
の
優
位
を
決
定
し
た
。
己
の
時
期
は
、

7
3主
Z
ン

「
偉
大
な
議
舎
-
汲
」
が
闘
民
的
英
雄
と
し
て
復
活
さ
せ
ら
れ
た
時
代
て
あ
る
。
だ
が
モ
の
か
ぎ
り
、
一
八
四
八
年
の
革
命
、
と
り
わ

け
、
パ
リ
白
六
月
俸
起
の
も
っ
た
意
義
は
決
定
的
ぜ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
白
可
能
性
を
貰
践
的
に
提
起
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ホ
イ
ァ
グ
的
見
解
心
政
治
的
地
盤
u
プ
ル
ジ
司
7
念
進
主
義
の
破
産
を
決
定
づ
け
た
。
い
吉
中
「
私
心
の
な
い
研
究
の
代
り
に
慾

得
づ
く
り
論
難
攻
撃
が
あ
ら
わ
れ
、
と
ら
わ
れ
た
い
科
事
的
研
境
白
代
り
に
必
干
士
し
く
意
圃
あ
し
き
論
婦
が
現
わ
れ
た
」
(
前
掲
書
七
九

頁
)
。
経
済
撃
に
治
け
る
リ
カ

l
F
理
論
が
、
四
八
年
革
命
を
へ
て
、
ミ
ル
の
折
衷
前
へ
と
た
ど
っ
た
同
じ
俗
流
佑
の
過
程
(
前
書
七
九

頁
参
照
)
は
、
革
命
史
研
究
に
あ
っ
て
は
、
ガ

l
デ
ィ
ナ
ー

D
7
y
rラ
Y
F
史
』
(
出
戸
の
同
岳
ロ

F
国
号
、
H
A『
L
g
h
h
v

主

パ

1
a
y
メ
U
J
h

グ
リ
ヒ
ロ

E

巴
品

1
リ

グ

ン

ヒ

四

T

5
8
1
2
)
に
主
る
、
「
議
曾
的
英
雄
」
の
「
清
教
徒
的
英
雄
」
へ
白
衣
が
え
と
な
っ

τあ
b
わ
れ
た
。
モ
れ
は
、
階
級
闘
争
を
宗
教

的
ず

z
l
ル
に
よ
っ
て
覆
い
か
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
白
革
命
史
研
究
白
護
長
に
内
ぐ
い
き
れ
な
h
影
響
を
及
ぼ
す
己
と
と



な
る
。と

こ
ろ
で
、
革
命
史
研
賓
の
系
列
に
お
け
る
こ
白
聴
換
は
、
マ
ル
ク
λ

、
z
y
r
ル
凡
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
論
と
封
照
的
な
関
連
を
も

っ
て
い
る
。
一
般
に
、
近
代
の
革
命
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
し

τ、
客
観
的
な
歴
史
的
評
債
を
う
け
と
る
た
め
に
は
、
プ
ル

O
ョ
ア

批
曾
モ
の
も
白
が
歴
史
的
・
客
観
的
に
批
判
さ
れ
る
ま
で
に
成
熟
し
て
き
て
、
そ
れ
に
固
有
な
矛
盾
が
歴
史
的
た
矛
盾
と
し

τ意
識
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
す
れ
ば
、
ほ
か
な
ら
ぬ
一
八
四
八
年
の
革
命
が
、
す
て
に
『
共
産
黛
宣
言
』
に
表
現
さ
れ

τ
い
た
、
近
代
枇
舎
揚

棄
白
世
界
観
に
、
究
践
的
た
確
認
を
興
え
る
乙
と
に
よ
フ
℃
、
マ
ル
ク
λ

、
ェ
ン
グ
ル
λ

の
近
代
革
命
史
観
が
、
そ
の
一
初
裂
か
ら
、
プ

ル
世
ヨ
ア
革
命
と
し
て
白
評
債
の
う
え
に
た
つ
こ
と
を
保
設
し
た
臼
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
λ

、
ェ
ン
ゲ
ル
λ

の
思
想
が
ブ

ル
ジ
ョ
ア
念
進
主
義
崩
壊
の
前
夜
に
形
成
さ
れ
、
そ
の
崩
壊
の
経
験
、
す
な
わ
ち
、

F
イ
γ
=
一
月
革
命
白
失
敗
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

I
の

裏
切
回
日
韓
験
を
経
て
臼
ち
、
ほ
ほ
一
八
五

O
年
前
後
に
確
立
さ
れ
た
と
い
う
と
き
、
可
コ

l
v
イ
的
見
解
(
マ
ル
グ
ス
、
且
シ
ゲ
ル
ス
に

も
っ
と
も
L
ば
L
ば
引
用
さ
れ
る
イ
ギ
uJ
ス
革
命
史
家
は
、
マ

3
1
レ
イ
で
あ
る
)
を
基
軸
と
し
、
四
八
年
草
命
を
劃
期
と
し
て
、
ガ
1
デ
ィ
ナ

ー
へ
の
方
向
と
マ
ル
ク
兄
、
エ
ン
グ
ル
λ

の
イ
ギ
H
ス
革
命
観
と
が
、
い
う
ま
で
も
た
く
封
照
的
な
位
置
を
占
め
る
己
と
が
理
解
て
き

ょ
う
。
後
者
は
、
古
典
経
済
撃
に
た
い
し
て
マ
ル
ク
ス
経
済
理
論
白
占
め
る
位
置
に
似
た
、
マ
ヨ

l
v
イ
的
見
解
白
後
展
・
揚
棄
白
立

場
と
も
い
え
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
こ
と
を
、
一
八
五

O
年
に
マ
ル
ク
ス
が
、
ギ
ゾ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
前
に
奥
え
た
論
許
(
阿
見
H

冨
R
M
f
h
h
E
N
V唱
え
内

C
E
E
P
L司号、叩

よ
さ
吉
弘
、
t
p
h
b
L
i
s
-
E
P
S
量一号、も
h
u
-
-
E
T
5
5
9

回
目

E
F
昌一
S
2
4叱
H
D日
ω)
に
見
る
己
と
が
て
き
る
。

か
つ
て
、

一
八
四
四
年
を
遁
じ
て
ブ
ラ
V

ス
革
命
を
研
究
し
た
際
に
は
、

マ

ル
ク
ス
は
、
ギ
ゾ
!
の
著
作
か

b
も
ヲ
と
も
多
く
白
も
む
を
塵
ん
だ
の
で
あ
ワ
た

(
F
・メ
I
P
ン
ク
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
栗
原
課
一

O

一
一
旦
参
間
)
。
し
か
し
、
い
ま
や
、
ギ
ゾ
!
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
論
は
、
プ
ル
ジ
a

ア
祉
舎
白

「
も
っ
と
も
有
能
な
人
物
で
さ
え
、
二
月
草

マ
ル
ク
ス

l
エ
シ
ゲ
凶
作
ス
の
イ
ギ
U
J

ス
輩
命
論
付

第
七
十
八
番

九

第
五
競

四
.t; 



マ
ル
ク
ス

1
ヱ

y
F
ル
λ

の
イ
ギ
リ

J

ス
草
命
論
付

第
七
十
人
各

九

第
五
鵠

四
J、

命
白
諸
事
件
に
主
っ
て
、
歴
史
墜
を
全
く
理
解
て
き
た
く
な
る
ほ
ど
の
混
乱
欣
態
に
陥
し
い
れ

b
れ
た
こ
と
を
示
す
」
八
開

R
P日
L
Z
P

M

M

ω

品
目
)
見
本
と
な
っ
た
。
ギ
ゾ
ー
が
イ
ギ
日
ス
革
命
の
勝
因
を
、
そ
の
宗
敬
的
・
保
守
的
性
格
に
求
め
る
の
に
封

L
、

マ
ル
ク
ス
は

ギ
ゾ
ー
を
恐
怖
さ
せ
た
「
自
由
思
想
が
外
な

b
ぬ
イ
ギ
リ
ス
か
ら
7
ラ
Y

ス
に
も
た
ら
さ
れ
た
」
己
と
、
そ
れ
が
「
宗
教
的
」
革
命
。

所
産
て
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

Q
E白・吋・

ω
品A
H
)

、
保
守
的
な
か
ぎ
り
で
は
「
ア
ラ

y
ス
革
命
も
イ
ギ
リ
ス
革
命
同
様
い
な
ど
り
以
上
に

叫
怠
)
を
越
ベ
て
、
全
煙
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
革
命
を
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
同
様
な
、
そ
の
先
駆
を

保
守
的
に
起
ヲ
た
と
と
」

(
M
E
P
司

な
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。

ガ

l
デ
ィ
ナ
ー
的
見
解
が
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
意
義
を
抹
殺
し
た
と
き
、

マ
ル

F
ス
と
エ

Y
ゲ
ル
ス
は
、
イ
ギ

H
ス
革
命
の
世
界
史
的

な
時
代
」

(エ

γ
ヂ
ル
ス
『
且
的
唯
物
論
』
に
つ
い
て

l
選
集
第
十
四
巻
六
二
頁
)
が
、

「
イ
ギ
リ
ス
史
上
の
あ
の
批
大

「
プ
ル

O
ョ
ア
ジ
!
の
第
二
日
大
叛
飢
」
(
前
掲
書
、

一
五
二
五
年
の

F
イ
ツ
農
民
鞍
手
は
、
第
一
の
大
叛
乱
で
あ
っ
た
が
、
政
北
に
終
る

意
義
を
魁
ら
せ
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
位
、
ピ
ュ

l
H
hて
一
ズ
ム
の
背
後
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
を
見
出
し
、

六
三
貝
)
の
時
期
て
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
そ
り
後
二
百
年
の
問
ヨ
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
に
活
躍
し
て
い
た
諸
園
民
の
列
か
ら
除
外
」
さ
れ
る
運
命
を
ド
イ
ツ
に

負
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
前
掲
書
六
一
頁
参
照
)
。
イ
ギ
リ
ス
革
命
は
、
寸
ス
ペ
イ

y
に
た
い
す
る
=
1
〆
l
ラ
ン
ド
人
D
叛
飢
を
手
本
」

(
マ
ル
タ
ス
『
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
反
革
命
』

l
選
集
第
三
春
=
一
五
回
頁
)
と
し
て
い
た
が
、

す

とで
くに
に十
無アムノ、
敵ル世
艦マ紀
隊グ以、
撃司王
破獲
以得
後し
にて
確き
立た
し高
たい
政経

済
的
登
展
程
度
(
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
農
民
職
争
』
選
集
第
十
六
春
三
T
l
五
頁
参
照
)
と
、

治
上
、
経
済
上
の
ヨ
ロ
ァ
パ
的
地
位
の
た
め
に
、

「
そ
白
見
本
に
く

b
eへ
て
、
年
代
の
鮪
ば
か
り
で
な
く
内
容
に
お
い
℃
も
一
世
紀

だ
け
進
歩
し
て
い
た
」
(
マ
ル
ク
ス
『
プ
メ
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
反
草
A
W
』
選
集
串
三
舎
三
有
四
頁
)
。
イ
ギ
日
ス
草
命
は
こ
の
鮪
て
、
「
嘗
時
イ
ギ

F
ス
同
様
に
、
オ
ラ

Y
グ
を
手
本
と
し
て
共
和
園
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
リ
ス
ポ

y
キ
ナ
ポ
リ
キ
メ
ッ

V
ナ
の
こ
こ
ろ
み
」
(
内
・



Hrrz・
』
旬
、
号
、
昔
、
、

b
R
Nザミ
J

bミ
ケ
・
日
以
佳
品
)
に
く

b
，
へ
て
、
は
る
か
陀
重
要
て
決
定
的
在
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

「
そ
っ
く
り
モ

D
ま
士
一
七
八
九
年
白
フ
ラ
ン
ス
草
命
白
千
本
」
(
エ
ン
F
ル
ス
『
イ
ギ
リ

J

ス
の
股
態
』
選
集
補
岩
五
、
八
九
頁
)
と
な
る
己

と
に
よ
っ
て
ヨ
ロ
ッ
パ
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
む
時
代
を
開
吉
、
近
代
プ
ル
ジ
ョ
ア
祉
曾
白
出
波
駅
を
な
し
て
い
る
0

マ
ル
ク
ス
の
女

宣
言
口
業
は
，
、
ま
さ
し
〈
こ
の
貼
を
強
調
し
て
い
る
の
ぞ
あ
る
。

「
一
六
四
八
年
と
一
七
八
九
年
の
革
命
は
、
け
ヮ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
、
ま
た
ア
ラ

ν
ス
白
、
軍
命
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
ヨ

1

ロ
ッ
ハ
式
革
命
だ

ヲ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
革
命
は
、
ふ
る
い
政
治
制
度
に
た
い
し
て
な
ん
ら
か
の
特
定
の
祉
曾
附
般
が
か
ち
去
た
勝
利
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、

あ
た
ら
し
い
ヨ

1

ロ
ッ
ハ
社
曾
の
た
め
の
政
治
制
度
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
革
命
で
勝
利
し
た
の
は
プ
ル
ゾ
ョ
ア
ジ
ー
で
あ
ヮ
た
。

し
か
し
な
が
ら
酋
時
に
あ
ヲ
て
は
ゾ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
勝
利
と
は
、
一
つ
の
あ
た
ら
し
い
杭
脅
制
度
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
六
阿
八
年
の
革
命
は
十

六
世
相
に
た
い
す
る
十
七
世
紀
の
革
命
で
あ
り
、
一
七
八
九
年
の
一
草
命
は
十
七
世
紀
に
た
い
す
る
十
八
世
紀
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
と
れ
ら
の
草
命
は
、

そ
れ
が
起
っ
た
世
界
部
分
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
と
か
フ
ラ

ν
ス
と
か
の
必
要
を
表
現
す
る
以
上
に
、
首
時
。
世
界
白
必
要
を
表
現
し
て
い
た
」

( 

マ

ル
ク
ス
『
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
!
と
反
車
命
』

l
濯
集
第
一
二
春
三
五
五
頁
)
。

だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
惟
界
史
的
意
義
が
強
調
さ
れ
る
と
昔
、
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
、

z
y
p
ル
ス
に
と
っ
て
は
、
も
っ
と
多
〈
心

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

「
プ
ロ
ず
や
の
三
月
革
命
に
は
こ
う
し
た
こ
と
は
た
に
一
つ
在
い
」

歴
史
が
プ
ロ
レ
タ

H
ア
革
命
の
賢
現
を
提
起
し
て
h
る
と
き
、
左
お
プ
ル

ジ
ョ

7
革
命
を
闘
わ
ね
ば
左

b
た
か
ヮ
た

F
イ
ツ
革
命
の
地
方
的

l
フ
ロ
シ
ア
的
た
性
格
と
の
針
比
を
念
頭
に
お
い
て

H
た
白
て
あ

マ
ル
グ
ス
は
右
白
引
用
に
績
け
て
、

(
前
掲
書
三
五
五
頁
)

1

r

一
か
い
て
い
る
。

か
れ
は
こ
こ
で
、

る
。
そ
れ
は
、
は
る
か
に
愛
遼

L
た
プ
ロ
レ
グ
リ
ア

l
ト
に
よ
り
r

、
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
革
命
の
直
接
の
序
曲
と
し
て
関
わ
る
べ
き
は
ず
で

あ
ヮ
た

F
イ
ツ
草
命
(
『
共
産
誕
宣
言
』

l
選
集
第
二
巻
五
一
三
頁
参
照
)
と
、
議
動
の
先
頭
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
た
ヮ
て
治
り
、
「
プ

マ
ル
ク
ス

l
エ日
J
F
N

ス
の
イ
ギ
9
ス
革
命
論
付

葬
七
十
λ
巻

九

第
Y
A
時四

四
九



マ
ル
ク
え
l
z
y
F
1
F
λ

の
イ
ギ
y
λ

草
帝
論
け

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ロ
V

グ
リ
ア

l
ト
中
プ
ル
ジ
ョ

f
i
g
-以
外
の
市
民
の
諸
居
は
、
ま
だ
プ
ル
世
ョ
ア
ジ
!
の
利
害
と
分
帥
惜
し
た
利
害
を
ま
っ
た
く
も
っ

第
七
十
八
巻

九
四

第
宜
鵠

五
O 

て
い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
ま
だ
濁
自
の
護
濯
を
と
げ
た
階
級
ま
た
は
階
級
部
分
を
か
た
づ
く
っ
て
h
な
か
っ
た
か
そ
の
ど
ち
ら
か

ぞ
あ
ヮ
た
」
(
マ
A
P
λ

『
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
1

正
反
草
命
』

l
選
集
第
三
在
三
五
五
頁
)
時
代
の
革
命
と
の
相
』
濯
で
あ
る
。
後
ず
は
(
し
た
が
っ

て
イ
ギ
リ
ス
革
命
も
ま
た
)
階
級
と
し
て
の
プ
ロ

ν
グ
リ

7
1
ト
の
来
成
立
、
ー
機
械
制
大
工
業
の
未
成
立
、

l
T
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ア
時
代
陀
起
つ
汗
初
期
プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
で
あ
る
。

己
こ
ぞ
、
注
意
し
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
の
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
プ
ロ

V

グ
リ

7
l
ト
キ
ブ
ル
ジ
弓
ア
ジ

l
以
外
の
市
民
の
諸
居
(
別

円
個
所
で
は
、
「
人
民
」
唱
と
い
う
守
棄
に
一
括
さ
れ
て
い
る
)
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
。
ー
と
の
利
害
の
未
介
離
ぞ
設
き
つ
つ
、
同
時
に
、
雨
者
を
範

階
的
に
峻
別
し
で
い
る
と
い
う
黙
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
と

z
y
dク
ル
ス
は
、
こ
心
黙
に
た
び
た
び
ふ
れ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
治
け

る
「
人
民
」
と
プ
ル
ゾ
ョ

7
3
ー
と
の
こ
む
関
係
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
晩
年
の
一
論
文
の
た
か
ぜ
、
「
十
七
仕
組
の
イ
ギ
H
ス
大
革
命

上
り
は
じ
ま
っ
た
近
代
の
あ
ら
ゆ
る
革
命
の
特
色
」
を
な
す
「
少
数
者
と
多
数
者
」
の
指
導
と
同
盟
、
利
用
と
裏
切
り
の
関
係
と
し
で

定
式
化
さ
れ
て
い
る
(
品
ン
グ
ル
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
和
け
る
階
紋
闘
争
へ
の
序
文
』
)
。
亡
己
て
は
、
近
代
世
合
揚
棄
の
時
貼
に
お
け
る
「
プ
ロ

ν
グ
リ
ア

l
ト
」
が
、
そ
れ
自
身
、
歴
史
的
に
豊
富
た
内
審
規
定
を
う
け
と
る
「
人
民
」

1
多
数
者
に
具
栂
化
き
れ
て
い
る
。
「
人
民
」

の
翫
黙
は
、
マ
ル
グ
ス
、
エ

y
r
ル
ス
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
諭
を
貫
く
一
す
じ
の
赤
い
糸
て
あ
る
。
己
の
黙
て
こ
そ
、
進
歩
的
(
議
A

宵
的
)

な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ク
l
の
槻
仲
間
か
ら
し
か
み
る
こ
と
が
ゼ
き
在
か
っ
た

7
3
l
v
イ
的
見
解
を
越
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
グ
ル
ス
が
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
を
、
一
般
的
に
は
、
封
建
的
搾
取
に
か
わ
る
プ
ル
チ
ョ
ア
的
搾
取
の
碓
立
、
特
殊
的

に
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
こ
と
左
り
、
「
革
命
前
の
制
度
が
革
命
後

wも
打
破
さ
れ
た
い
て
そ
の
ま
吉
存
続
し
、
大
地
主
と
資
本
家
と

(
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
且
的
唯
物
論
に
つ
い
て
』

l
選
集
第
十
四
各
六
六
頁
)
こ
と
に
終
フ
た
と
許
債
す
る
と

の
あ
い
だ
に
は
妥
協
が
成
立
し
た
」



島
己
、

寸
人
民
」

D
観
貼
が
銑
く
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
次
白
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
マ
ル
ク
ス
と

z
y
F
ル
ス
は
、
ガ
l
デ
ィ
ナ
ー
的
見
解
と
針
立
し
て
イ
ギ
ロ
ス

革
命
。
階
級
闘
争
(
封
建
制
生
産
様
式
針
安
本
制
生
産
様
式
)
と
そ
の
世
界
史
的
意
義
を
復
活
さ
せ
、
マ
ヨ
レ
イ
的
見
解
に
封
立
し

て
、
平
命
勢
力
内
部
D
階
級
闘
争
(
プ
ル
世
ヨ
ア
ジ

l
封
「
人
民
」
)
と
革
命
白
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
限
界
と
を
暴
露
し
た
の
ゼ
あ
る
と
。

以
上
が
マ
ル
グ
ス
、

z
y
Jゲ
ル
ス
白
イ
ギ
リ
ス
革
命
前
白
占
め
る
位
置
と
、
そ
れ
と
の
閥
蓮
か
ら
み
た
か
れ
b
の
イ
ギ
H
丸
革
命
評

債
の
一
概
暑
で
あ
る
。

革
命
に
お
け
る
誇
階
級

I 

草
命
勢
力

自
由
主
義
的
諸
階
級

マ
ル
グ
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
け
る
特
殊
な
階
級
聞
置
陀
注
目
し
た
。
そ
れ
は
、
貴
族
が
一
括
し
て
敵
に
ま
わ
っ
た
フ
ラ
ン
ス

、
、
、
、
、
、

革
命
と
己
と
な
り
、
近
代
貴
族
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
去
の
同
盟
が
一
つ
の
陣
営
学
形
成
し
、
王
様
、
針
建
貴
族
ゐ
よ
ぴ
支
罰
的
薮
舎
か
ι

敵
と
し
た
、
と
い
う
射
で
あ
る
(
マ
ル
ク
ス
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
k
反
草
命
』
選
集
第
三
春
=
一
五
四
頁
参
照
)
。
と
の
同
盟
の
基
礎
は
、
新
貴

旋
白
土
地
所
有
が
「
事
買
L
L

決
し
て
、
封
接
的
て
な
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
で
あ
っ
た
L
(
間
切
富
島
up
』

h
s
p号
、
L

司
令
志
望
、
f
k
忠
弘
咽

-
目
吋
ω
当
)
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
新
貴
族
生
成
の
問
題
は
、
今
日
ジ

a
y
ト
リ
論
の
封
象
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス

L
しエ

Y
グ
ル
ー
は
、
モ
れ
を
三
つ
の
契
機
か
ら
説
明
す
る
。
ま
づ
、
パ
ラ
蔵
品
ず
に
よ
る
蓄
封
建
大
貴
族
の
死
滅
が
、
モ
れ
に
代
る
新
貴

放
勃
興
の
外
的
保
件
を
輿
え
た
こ
と
o

第
二
に
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
羊
毛
主
業
の
繁
柴
と
羊
毛
債
格
の
騰
貴
が
、
地
代
遁
減
の
傾
向
に
謝

マ
ル
ク
ス

l
晶
ン

F
ル
ス
の
イ
ギ
qJ
ス
草
命
論
付

第
七
十
八
巻

九
五

第
五
銃

五



マ
ル
ク
ス

1
エン
F
ル
ス
白
イ
ギ

p
ス

草

命

請

け

第

七

+

八

巻

抗
す
る
土
地
所
有
の
濁
爆
を
、
農
民
法
放
を
楯
の
裏
と
す
る
牧
羊
聞
込
み
の
か
た
ち
で
可
能
に
し
、
新
貴
族
を
「
貨
幣
を
凡
ゆ
る
樺
力

中
の
権
力
と
す
る
時
代
の
児
」
と
し
て
生
成
せ
し
め
た
こ
と
。
第
一
一
一
応
、
一
五
三
九
年
|
四
九
年
の
僧
院
領
の
淡
牧
と
賢
却
が
、
「
多

数
の
全
身
的
ま
た
は
ヰ
身
的
成
り
上
り
者
」
を
ま
じ
え
て
、
一
個
の
一
世
帯
日
勢
力
と
し
て
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
地
主
」
を
成
立
せ
し
め
た

九
六

第
五
鵠

豆

こ
と
、
で
あ
る
。
(
マ
ル
ク
λ

『
資
本
論
』

l
長
者
部
課
第
一
巻
一

O
九
八

l
九
頁
、

一一

O
二
一
且
。
ェ
ン
ゲ
ル
ス
『
史
的
唯
物
請
に
ワ
い
て
』
選
集

第
十
四
品
竺
ハ
三
頁
曇
照
)
。
こ
こ
で
新
貴
族
生
成
の
去
礎
に
h
d

か
れ
て
い
る
の
は
、

「
革
命
的
暴
力
的
に
」
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
さ
れ
た
が
同
時
に
、

F 寸

地
主
の
ナこ
め
に
た
る
よ
う
に
しー

金也、 一
主、 ι
T2 
5且

fzz 
C V 
れ円
たム
と J

特土
f設地
づ所
け有
たが

レ
ー
ェ
ン
が
、

イ
ギ
リ
ス
に
特
殊
な
土
地
所
有
の
ブ
ル
ジ
ア
的
改
遣
の
過
程
(
レ
1

一
一
ン
『
一
九
O
五
年
か
b
一
九
の
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
に
お
け
る
祉
官
民
主

謀
の
農
業
綱
領
』
|
レ
I
E
ン
全
集
革
十
三
巻
二
三
七
頁
参
照
)
て
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
、
「
上
か

b
の
道
」
の
イ
ギ

F
ス
型
と
も
い
え
上

う
。
そ
れ
は
、
革
命
的

K
プ
ル

3
ョ
7
化
さ
れ
る
過
程
で
あ
っ
た
鮪
て
に
プ
ド
シ
ヤ
型
と
ご
と
在
る
が
、
を
お
そ
の
主
憶
が
地
主
で
あ

っ
た
か
ぎ
り
で
「
上
か

b
D
道
」
の
一
一
且
積
て
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
新
貴
族
の
土
地
所
有
を
、
フ
ラ
Y

ス
白
封
建
的
土
地
所
有
か

b
E

別
し
て
、
プ
ル

O
ョ
ア
的
土
地
所
有
と
呼
ぶ
と
さ
(
内
冨
日
計
人
九
回
、
言
、
昔
、
L

司
令
R
号
、
》
ー
国
号
、
叩
・
-
司

ω
当
参
照
)
、
そ
れ
は
、
こ
う

し
た
意
味
ゼ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
と
エ

Y
F
ル
ス
は
、
新
貴
族
が
基
本
的
に
ど
こ
か
ら
で
て
き
た
か
、
と
勺
ワ
問

「
強
欲
左
寵
臣
」
中
「
投
機
的
な
借
地
農
業
者
」

h
T

「
都
市
ブ

ル
ジ
ョ
ア
」
(
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
|
長
谷
部
理
第
一
春
一
一

O
二
頁
参
照
)
な
ど
の
雑
多
左
階
居
か
ら
形
成
さ
れ
た
、
「
、
フ
ル
ジ
ョ
ア
的

た
傾
向
」
を
も
っ
地
主
暦
と
し
て
、
把
慢
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
部
介
的
に
、
人
格
的
に
も
地
主

1
プ
ル

O
ヨ
ア
て
あ
り
え
た
り

ゼ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
グ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
白
社
合
居
を
ま
ぜ
あ
わ
せ
て
新
貴
族
を
つ
く
け
だ
し
た
へ
ン
リ

l
八
世
い

b

に
は
こ
た
え
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
右
の
よ
う
た
過
程
て
、

ぃ
、
プ
ル

O
ョ
ア
ジ
と
新
貴
族
の
周
盟
は
完
成
さ
れ
て
h
た
む
て
あ
り
(
内
沼
南
F
h
h
E
Vむ
さ
え

bs.記
》
句
、
、
F
・

円】

ωhF叫



参
照
)
特
別
貴
族
が
、
県
民
温
放
と
土
蛸
集
中
と
に
よ
り
、

ュ
ア
経
皆
に
必
要
な
人
口
を
用
立

τ、
他
芳
、
商
工
業
の
扶
態
に
遁
隠
し
て
、
農
業
の
登
展
を
は
か
り
う
る
よ
う
な
フ
ル
ジ
ョ
ア
的
所

コ
方
で
は
、
工
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
劃
し
て
、
そ
の
マ
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ

有
」
(
円

E
2
M
m
H
r
E・
t
ω
怠
)
者
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
、

7
ラ

Y

ス
革
命
と
こ
と
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
あ
っ
て
、

が
、
経
済
的
な
い
し
政
治
的
理
由
か
ら
、
金
融
お
よ
び
農
業
プ
ル
ぜ
ョ
ア

3
1
白
拘
唱
者
と
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
た
」

「
大
地
主
白
一
部

(
ヱ
シ
ゲ

凶
作
ス
『
民
的
唯
物
論
陀
つ
い
て
』
選
集
第
十
四
巻
六
三
頁
)
の
は
営
仲
間
の
己
と
で
あ
っ
た
。

他
方
、
新
貴
肢
と
同
盟
し
て
い
た
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
と
っ
て
、
営
時
最
大
の
関
心
事
は
、

「
自
由
競
争
の
貫
徹
と
、
・
護
展
し

た
工
業
に
と
ヲ
て
程
枯
と
た
っ
て
い
た
領
主
権
、
開
業
組
合
、
溺
占
た
ど
の
よ
う
た
、
い
っ
さ
い
の
封
建
的
所
有
闘
係
の
廃
止
」
、

いし

τ
「
所
有
問
題
」
の

m

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
解
決
に
あ
っ
た
(
マ
λ

ク
ス
『
註
徳
的
批
判
と
批
判
的
遺
徳
』

l
選
集
第
二
巻
六
五
頁
参
照
)
。

乱息

エ

Y
ゲ

ル
ス
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ヂ
ー
の
こ
の
要
求
を
、
か
れ
ら
の
前
進
の
背
後
に
お
ζ

っ
て
い
た
「
経
済
欣
態
の
鐙
化
」
す
な
わ
ち
「
守
ニ
ユ

フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
に
ま
で
す
す
ん
だ
工
業
の
透
展
、
さ

b
に
ま
た
商
業
白
普
及
に
よ
っ
て
た
え
ず
向
上
し
て
い
っ
た
か
れ
ら
の
経
済
的
危

権
力
手
段
」
白
増
大
か
ら
説
明
す
る
(
品
ン
ザ
ル
ス
『
反
デ
ュ

1
9
シ
グ
論
』

l
謹
集
第
十
同
巻
一
一

δ
四
頁
参
照
)
。
そ
れ
は
、

階
に
達
し
た
商
業
が
自
由
な
さ
ま
た
げ

b
れ
る
こ
と
宏
く
活
動
し
う
る
商
品
所
有
者
を
必
要
と
し
、
工
業
白
マ
ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
E

ア
へ

の
う
つ
り
ゆ
き
が
、
自
由
在
野
働
者
と
し
て
み
づ
か

b
の
勢
働
力
を
賃
貸
す
る
た
め
に
工
場
主
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
・
一
定

「
大
規
模
左
段

数
が
現
在
す
る
こ
と
を
前
提
す
る
」
と
い
う
事
情
(
前
掲
香
二
九
八
頁
参
照
)
で
あ
る
。

一
方
、
現
貨
の
「
政
治
的
秩
序
は
、
い
た
る
と
こ

ろ
で
ギ
ル

F
的
束
縛
と
特
権
と
を
そ
れ
に
封
立
さ
せ
て
お
り
」

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
競
争
者
に
と
ヮ
て
、
機
曾
は
平
等
で
は
な
か
っ
た
」

(
前
椙
普
二
九
九
頁
)
0

マ
ル
ク
ス
と
エ

Y
F
ル
ス
は
こ
こ
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
の
要
求
を
、
一
般
的
に
は
、
債
値
法
則
貫
徹
に
根
ざ

、

、

、

、

、

.

‘

.

、

、

.

、

.

、

、

、

、

、

、

、

す
経
済
的
自
由
心
要
求
と
し
て
、
特
殊
的
氾
は
、
特
権
と
濁
占
の
慶
止
の
要
求
と
し
て
と

b
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
マ
ル
ク
ス
は
、
特

マ
ル
ク
ス

l
L
ン
F
d
w
ス
の
イ
ギ
wJ
ス
草
命
論
付

第
七
十
八
巻

三
九
七

昌
伊
豆
鵠

五



マ
ル
ク
ス

l
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
白
イ
ギ
リ
ス
革
命
請
け

第
七
十
八
巻

一一一九
λ

桔
伊
豆
蹴

主
回

権
と
杷
側
占
が
、
そ
の
初
裂
か

b
、
プ
ル
世
ョ
ア
勢
力
の
利
害
と
矛
一
腐
す
る
も
の
と
し
て
は
理
解
し
て
い
た
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、

の
時
期
に
は
じ
め
て
反
封
物
と
し
て
の
性
格
を
露
呈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
六
世
紀
に
は
王
制
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
え
た
議
舎
(
新

2
1ポ
レ
イ
シ
ヨ

ν

貴
族
・
プ
ル
タ
ョ
ア
ジ
1
)
在
、
革
命
勢
力
の
側
に
移
行
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た

0

マ
ル
ク
ス
が
、
「
協
同
組
合
制
度
キ
統
制
的
制
度

の
保
護
の
も
と
に
、
費
本
が
集
積
し
、
海
外
貿
易
が
柏
田
展
し
、
植
民
地
が
創
始
さ
れ
た
。
し
か
し
も
し
人
が
こ
の
形
態
を
固
守
し
、
モ

の
保
護
の
も
と

K
果
貨
が
熟
す
る
の
を
ま
と
う
と
し
た
b
、
呆
買
は
す
っ
か
り
う
し
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
て
あ
ろ
う
。
モ
己
て
二
つ
の 一

定

雷
鳴
、
一
六
回

O
年
と
一
六
八
八
年
白
革
命
が
治
こ
っ
た
」
(
『
マ
ル
ク
ス
か
ち
ア
タ
ー
ン
コ
ア
へ
』

1
選
集
第
一
各
二
六
五
頁
〕
と
か
い
た
言
葉

は
、
こ
の
こ
と
を
う
ら
が
き
し
て
い
る
。

、
‘
.
、
、
、
、
、
、

絶
封
王
制
と
新
貴
族
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
矛
盾
は
、
す
で
に
革
命
に
さ
さ
だ
っ
て
、
王
制
と
議
舎
の
あ
つ
れ
き
に
表
現
さ
れ
て
い

た
。
調
占
問
題
と
租
税
問
題
が
モ
れ
で
あ
る
。

「
所
有
問
題
が
プ
ル
訪
ョ

7
階
級
の
死
活
問
題
で
あ
っ
た
」
(
マ
ル
ク
ス
『
遵
槽
的
批
判
と

批
判
的
道
徳
』
選
集
第
二
径
六
五
頁
)
営
時
に
あ
っ
て
、
絶
封
王
制
が
、
濁
占
を
テ
コ
と
し
て
叶
イ
ギ
リ
ス
の
商
工
業
を
ま
す
ま
す
不
可

能
な
ら
し
め
た
と
と
ろ
の
自
由
競
一
年
に
た
い
す
る
直
接
的
干
渉
」
を
強
行
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
そ
れ
は
、
プ
ル
担
ヨ
ア
勢
力
を
一
居

反
王
制
の
側
に
お
い
や
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
「
租
税
の
賦
課
と
徴
牧
の
方
法
た
b
ぴ
に
使
用
は
、

-
引
用
者
)
そ
の
商
工
業
に
た
い
す
る
影
響
か
ら
し
て
も
、
ま
た
モ
れ
が
絶
勤
王
制
を
絞
殺
す
る
た
め
の
金
色
白
紐
で
あ
る
己
と
か
ら

-
遺
集
弟
二
桂
台
四
五
頁
)
O

ハ

Y
プ
デ
プ
に
よ
る
船
卵
枕
の

(
ブ
ル
ジ
ョ
ア
抗
ー
に
と
っ
℃
は

し
て
も
死
活
問
題
で
あ
っ
た
」
(
マ
ル
グ
ス
『
遺
徳
的
抗
刊
と
批
判
的
遺
徳
』

桓
否
は
、

「
国
王
と
人
民
心
あ
い
だ
の
あ
ら
そ
加
が
す
で
に
危
険
な
ま
で
の
程
度
に
昂
じ
て
い
る
己
と
を
示
す
一
つ
の
詮
明
に
す
ぎ
な

か
ヮ
た
」

(
マ
ル
ク
ス
「
佐
藤
執
行
妨
害
致
唆
罪
に
よ
る
巡
回
裁
判
』
選
集
第
四
缶
四
O
五
頁
)
と
は
円
え
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
勢
力
に
と
っ
て
は
、

そ
白
要
求
の
も
っ
と
も
尖
銑
な
政
治
的
表
現
の
一
つ
ぜ
あ
ヲ
た
。



こ
う
し
て
、
新
貴
族
、
プ
ル

O
ョ
7
0
l
の
要
求
は
、
所
有
問
題
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
解
決
を
主
眼
と
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
同
由
主
義
の

賢
現
て
あ
り
、
モ
心
主
要
な
闘
争
舞
事
は
、
王
制
と
の
取
引
と
議
曾
と
に
あ
っ
た
。
己
の
勢
力
を
代
表
し
て
い
た
の
は
、
長
老
一
派
と
濁

立
沃
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
雨
祇
白
ち
が
い
に
つ
い
て
は
、

D
bに
ふ
れ
る
だ
ろ
う
。

民
主
々
義
的
諸
階
級

「
ブ
ル
日
ョ

7
J
M
l
以
外
の
諸
居
」
に
重
大
社
関
心
主
掛
っ
て
い
る
。
マ

ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
「
人
民
は
、
園
王
に
と
っ
て
は
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
要
素
む
な
か
で
い
ち
ば
ん
危
険
な
要
素
で
あ
る
。
:
:
モ
れ
は
本

ッ
ブ
ス
の
い
わ
ゆ
る
『
た
〈
ま
し
い
鮮
の
わ
る
い
児
』
で
あ
っ
て
、
や
せ
た
園
王
か
ら
も
こ
え
た
園
主
か
ら
も
、
け
っ
し
て
愚
弄
さ
れ

(
マ
ル
ク
ス
『
ラ
イ
=
ッ
シ
ャ
1

・
ベ
オ
バ
ハ
タ
1
紙
の
共
産
主
義
』

l
選
集
第
二
各
一
八
九
頁
)
最
も
革
命
的
な
要
素
で
あ
る
。

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
と

z
y
r
ル
ス
は
、

な
い
」

睦

レ

I
-
Y
の
衣
の
言
葉
は
、
同
様
に
と

r
で
も
あ
て
は
ま
る
。

「
マ
ル
ク
ス
は
『
人
民
』
に
つ
い
て
か
た
ヲ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
れ

y
¥
が
知
ヲ
て
い
る
ー
と
お
P
、
か
れ
は
『
人
民
』
が
統
一
し
て
い
る
と
か
、

『
人
民
』
の
内
部
陀
階
紋
闘
晶
子
炉
和
ζ

な
わ
れ
て
い
な
い
と
恥
い
う
小
フ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
幻
想
に
た
い
し
て
、
づ
ね
に
か
し
ゃ
〈
な
〈
た
た
か
ヲ
た

の
で
あ
る
。
マ
ル
グ
ス
が
『
人
民
』
唱
と
い
ろ
と
と
ば
を
つ
か
っ
た
の
は
、
こ
の
と
と
ぽ
で
階
絞
差
別
を
ぼ
か
し
た
の
で
は
な
〈
、
草
命
を
最
後
ま
で

捷
行
ず
る
能
力
を
も
っ
一
定
の
諮
要
素
を
総
括
L
た
の
で
あ
る
」
(
レ
I
=
ン
『
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
一
位
令
民
主
撲
の
三
つ
の
職
術
』
園
民

文
庫
版
一
六
回
頁
)

u

義』

1
選
集
第
二
春
一
入
頁
参
照
)
で
あ
り
、
エ

y
dク
ル
λ

は
そ
れ
を
、

「
人
民
」
を
構
成
す
る
の
は
、
小
農
民
、
プ
ロ

V

グ
リ

7
b
よ
ぴ
下
院
畑
氏
(
マ
ル
ク
ス
『
ラ
イ
品
ア
ジ
ャ
ー
・
ベ
オ
パ
ハ
タ
1
紙
の
興
産
主

y
レ

ペ

イ

ア

「ヨ

l
マ
ン
リ
と
都
市
の
千
民
的
分
子
」

(エ

ν
ゲ
ル
ス
『
旦
的
唱

物
論
に
つ
い
て
』

l
選
集
第
十
四
谷
ハ
二
一
旦
)
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
己
て
は
、
ヨ

1
マ
y
は

l
中曲目
L

(
前
掲
害
六
二
一
良
V

と
吋
ば
れ

て
い
る
。
マ
ル
グ
ス
も
ま
た
、

「
樹
立
閉
経
農
」
と
し
て
の
ヨ

1

7

y
に
つ
い
て
語
担
、
富
裕
な
資
本
制
借
地
農
業
者
か
ら
直
別
し
て

マ
ル
ク
久

1
2
シ
ザ
ル
ス
の
イ
ギ
u
y

ス
革
命
論
的

停
七
十
人
容

ブL

九

第
五
器

主
五



マ
ル
ク
ス

l
ヱ
ン

F
ル
λ

O

イ
辛
口
J

ス
革
帝
諭
け

h
る
{
マ
ル
グ
入
『
資
本
論
』
長
谷
部
理
第
一
春
一
一

O
四
頁
参
照
)
。

第
七
十
人
審

四

0
0

相

F
Z
旗

ま
六

話
マ
ル
ク
ス
と
エ
シ
ゲ
ル
ス
の
話
連
に
見
え
る
か
ぎ

p
で
、
十
七
世
相
の
ヨ
1
マ
シ
在
位
置
づ
け
る
う
え
で
の
手
が
か
り
を
え
て
お
き
た
い
。

付
『
資
本
諭
』
第
一
巻
第
二
凹
寧
去
、
第
三
巻
第
六
病
と
を
謝
比
す
れ
ば
、
十
六
世
紀
か
ち
十
九
世
相
の
あ
い
だ
に
、
イ
ギ
U
J

ス
出
村
で
相
と
づ
た
跨

化
の
出
費
軌
唱
と
終
着
貼
が
興
え

ιれ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
軍
一
審
第
二
イ
四
宜
第
四
飾
で
、
十
六
世
紀
に
借
地
農
業
者
が
共
同
地
の
横
車
な
ど
に
よ
り

そ
の
家
畜
攻
在
噌
加
含
せ
、
し
か
も
家
苔
筒
誌
を
土
地
耕
作
と
消
機
的
に
闘
速
さ
せ
る
、
い
わ
ば
良
民
に
よ
る
問
込
み
の
姿
を
え
が
き
(
前
掲
書
長

谷
部
課
第
一
径
一
二
一
一
一
且
参
照
)
、
同
じ
堂
の
第
二
節
で
位
、
庄
町
内
を
温
放
し
て
羊
を
い
れ
る
、
新
貴
族
に
よ
る
岡
込
み
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る

(
前
掲
害
一

C
九
八

l
九
頁
参
照
)
。
聞
込
み
の
こ
の
こ
り
の
類
型
位
、
前
者
川
、
償
給
革
命
に
よ
り
、
「
自
分
の
地
主
を
品
開
牲
に

L
て
自

b
を
宮
格
に

す
る
」
借
地
農
業
者
生
成
の
テ
コ
で
あ
り
(
前
掲
守
一
一
一
二
三
且
参
照
)
、
後
者
が
、
と
う
し
た
欄
向
に
針
抗

L
て
地
主
が
、
自

b
を
牧
羊
業
者
に
か
え

る
品
、
も
し
く
は
、
地
代
を
づ
り
上
げ
る
ζ

と
に
よ
り
新
地
、
E
K
L
て
時
身
ず
る
且
が
恥
り
で
あ
っ
た
(
ニ

ν
ゲ
ル
ス
『
且
的
唯
物
に
つ
い
て
』

1
選

集
第
十
凹
巷
六
三
頁
診
照
)
か
ぎ
刀
、
十
六
世
紀
に
担
い
て
、
相
釘
抗
す
る
「
一
一
つ
の
遺
」
の
現
貨
の
矛
盾
を
表
現
し
ど
い
る
。

凸
い
第
三
省
第
六
舗
の
査
本
制
地
代
分
析
の
質
諮
的
見
本
を
な
す
の
は
、
十
九
世
和
イ
ギ

D
ス
の
「
三
分
制
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
と
に
も
か
〈
に
も

地
主
の
土
地
所
有
が
託
代
的
私
有
耀
'
と
し
て
疎
認
さ
れ
て
い
る
と
と
、
川
刊
そ
の
う
え
に
、
借
地
農
業
者
の
資
本
制
的
終
皆
炉
、
地
主
と
の
純
粋
に
フ
ル

ジ
ョ
ア
的
な
利
益
の
英
生
関
山
悼
の
う
ち
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と

k
、
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
六
世
相
に
担
け
る
聞
込
み
を
め
「
る

地
主

k
農
民
(
首
符
在
惜
叫
農
は
F

て
の
頭
貼
を
な

L
た
)
の
矛
盾
|
|
庁
、
れ
は
、
た
と
え
ば
ケ
ッ
ト
の
乱
に
表
現
さ
れ
た
ー
ー
は
十
九
世
和
に
は
、
資

本
制
地
主
と
資
本
制
借
地
農
の
共
生
関
係
の
う
ち
に
酔
決
さ
れ
て
い
た
ロ
イ
ギ

D
ス
革
命
は
、
こ
う
い
う
か
た
ち
で
矛
盾
が
酔
決
さ
れ
て
ゆ
〈
調
程
で

の
一
時
貼
で
あ
る
。

同
門
ナ
で
に
、
十
六
世
粗
末
に
資
本
制
的
借
地
農
業
者
が
階
献
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
(
『
資
本
論
』
長
各
部
理
第
一
を
一
二
三
一
一
頁
参
照
)
。
と
れ

と
匝
則
さ
れ
た
ヨ

1
マ
ン
は
、
十
七
世
紀
を
遁
じ
て
良
村
で
多
数
者
を
な

L
て
い
た
(
前
掲
書
一
一
口
凹
頁
参
照
)
。
一
方
、
帥
主
の
土
地
問
問
有
は

イ
ギ

D
ス
革
命
の
結
果
、
封
建
的
名
義
L
h
有
し
な
か
っ
た
領
地
の
近
代
的
私
有
幡
町
確
認
を
う
け
て
、
間
以
民
か
ち
の
土
地
牧
草
の
よ
り
念
撮
な
温
担

を
開
始
す
る
(
前
掲
害
一
一
心
五
|
一
一

C
七
頁
参
照
)
。
と
と
ム
U

が
、
と
の
過
祝
で
は
、
大
借
地
良
が
地
主
主
唱
と
も
に
、
た
唱
と
え
ば
『
共
同
地
問
込

み
法
案
』
を
一
ア
ヨ
と
し
た
国
込
み
に
多
訓
し
て
い
る
(
前
掲
喜
一
一

C
七
頁
内
静
岡
)
。
他
方
大
多
数
の
ヨ

1
マ
ン
の
た
ど
づ
た
運
命
位
、
と
の
同
じ
過



程
白
結
果
、
耕
地
と
共
同
地
を
う
ぽ
わ
れ
、
十
八
世
相
平
ぽ
に
消
滅
さ
せ

b
品
る
こ
と
で
あ
ヲ
た
(
前
掲
書
一
一

O
五
頁
参
照
)
。
十
八
世
相
に
拘
け
る

「
資
本
農
場
」
、
十
九
世
胞
の
三
分
制

ι、
と
う
し
た
ヨ
-
マ
シ
消
滅
の
う
え
に
き
づ
か
れ
た
地
主
的
大
土
地
所
有
権

r
の
結
果
ろ
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

伺
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
衣
の
よ
ろ
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
十
七
世
紀
前
午
に
み
つ
て
は
、
十
六
世
紀
の
矛
盾
の
地
主
的
酔
決
が

ま
だ
完
了
し
て
お
ち
ず
、
地
ヰ
一
位
、
国
込
み
を
お
こ
な
い
、
中
六
世
担
に
お
け
る
下
か

ιの
遣
の
民
貼
で
あ
っ
た
宮
裕
な
資
本
制
借
地
農
を
自
己
の
側
忙

〈
り
込
み
ワ
ワ
、
自
b
の
土
地
私
有
権
円
確
認
を
め
古
し
て
お
り
、
ヨ

1
マ
ン
(
中
農
)
は
、
農
村
の
多
数
者
唱
と
し
て
、
そ
れ
に
潤
抗
し
て
、
地
主
の

酢
必
h
v
p
p
川町
h
p
下
ド
レ

m
h町
か
中
山
帆
を
な
す
、
客
観
的
根
披
を
も
づ
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
(
な
お
、
十
六
世
紀
イ
ギ

P
ス
良
村
の
賓
本
主
義

登
展
に
拘
け
る
「
二
つ
の
遺
」
に
つ
い
て
は
、
堀
江
英
一
稿
『
ド
ッ
プ
の
経
持
且
畢
』

i
豊
崎
稔
編
『
ド
ク
プ
経
済
畢
酔
設
I
』
所
牧
。
大
塚
久
雄
稿

『
戸
谷
敏
乙
氏
の
論
文
「
イ
ギ

y
ス
・
ヨ

1
マ
ン
の
研
究
」
』
戸
谷
敏
之
『
イ
ギ
リ

J

ス
・
ヨ

1
マ
シ
の
研
究
』
所
牧
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。

都
市
平
民
の
内
容
は
、
マ
ル
グ
ス
と
エ

Y
ゲ
ル
ス

r主
担
、
し
ば
し
ば
、

県
え
ら
れ
た
(
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ

1
リ
シ
グ
論
』

l
選
集
第
十
凹
在
八
八
頁
、
マ
ル
ク
ス
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
反
草
命
』
選
集
第
三
谷
三
五

「
近
代
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
ト
の
先
駆
者
」
と
h
う
評
債
を

四
頁
多
附
)
。
そ
れ
は
、
あ
心
新
貴
族
を
生
成
せ
レ
め
た
同
じ
「
人
民
大
衆
の
暴
力
的
牧
奪
過
程
L

に
工
っ

τ作
り
出
さ
れ
た
「
無
一
物

の
」
貧
民
(
前
嶋
菩
一
一
一
一
一
瓦
参
照
)
と
、

「
つ
ね
に
都
市
手
工
業
と
家
内
的
農
村
的
副
業
と
を
債
大
な
背
景
」
に
も
つ
マ
一
二
フ
ァ

グ
チ

ι

ア
の
従
属
下

k
b
か
れ
た
都
市
白
小
手
工
業
者
(
前
掲
菩
一
一
一
一
九
|
凹

O
頁
参
照
)
と
で
あ
り
1

後
者
は
、

一
部
は
将
来
白
プ
ル

。
ョ

7
0

、
大
多
数
は
事
買
上
の
質
努
働
者
か
ら
成
り
、
平
民
は
、
著
し
く
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
的
色
彩
の
濃
厚
な
か
か
る
か
た
ち
ゼ
の

ん
山
内

h
h
内

h
h
Lハ
h
わ
い
い

rル
ト
勝
。
ト
九
九
わ
o

全
慢
と
し
て
白
寸
人
民
」
す
た
わ
ち
、
農
民
的
・
平
民
的
同
盟
は
、
い
わ
ば
、

、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

十
七
世
記
に
沿
け
る
努
農
同
盟
心
歴
史
兵
際
的
な
あ
り
方
で
あ
る
。

エ
ン
グ
ル
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
よ
お
け
る
「
人
民
」
心
革
命
の
や
り
方
に
ふ
れ
て
、
こ
う
か
い
て
い
る
。

「
都
市
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
こ
の
反
田
聖
進
行
さ
せ
，
地
方
の
皇
耳
(
自
作
農
)
が
勝
利
を
た
た
か
い
と
た
。

し
乙
に
か
く
と
の
あ
ら
そ
い
が
最

マ
ル
ク
ス

1
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
イ
ギ

p
ス
草
命
諭
付

第
七
十
八
巻

四
O 

第
五
銃

豆E

七



マ
ル
ク
ス
H
H
ヱ
シ
ゲ
ル
ス
の
イ
ギ
リ
ス
草
命
請
け
円

第
七
十
八
巻

四
0 

第
五
競

主
八

後
の
決
戦
ま
で
た
た
か
い
ぬ
か
れ
、
つ
い
に
チ
守

1
ル
ズ
一
世
が
断
頭
蓋
に
た
つ
に
い
た
ヲ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
こ
の
ヨ
1
T
Y
P
と
都
市
町

ヲ
レ
イ

4
ア

平
民
的
分
子
と
が
参
加
し
た
か
ら
で
あ
ヲ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
草
命
の
暁
果
の
う
ち
皆
時
す
で
に
牧
獲
に
泊
す
る
主
で
に
熱
し
て
い
た
も
の
だ
け
を
と
り

い
れ
る
た
め
に
さ
え
、
革
命
は
そ
の
目
標
を
は
る
か
に
の
り
こ
え
て
す
す
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
ヲ
た
。
こ
れ
は
賢
際
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
社
曾
の
護
民

法
則
の
一
つ
で
あ
る
土
う
に
思
え
る
」
(
ニ
ン
ゲ
ル
ス
『
史
的
唯
物
前
に
つ
い
て
』
|
選
集
第
七
凹
者
六
二
買
)
。

エ
Y
J
ケ
ル
ス
は
こ
と
で
、
共
和
制
を
か
ち
と
る
ま
て
徹
底
的
に
闘
う
「
革
命
的
ゆ
き
す
ぎ
」
こ
そ
「
人
民
」
的
な
プ
ル
世
ョ
ア
草
命

の
キ
り
方
ゼ
あ
り
、
そ
れ
を
媒
介
に
し
て
は
じ
め
て
、
革
命
の
成
果
が
確
保
さ
れ
う
る
己
と
を
、

式
化
し
て
い
る
白
で
あ
る
。

プ
ル
グ
ョ
ア
社
合
進
化
白
法
則
に
定

「
人
民
的
ゆ
き
す
ぎ
」
白
典
担
的
志
例
は
、
恐
怖
政
治
て
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
敵
て
あ
る
純
封
主
義
h
T
封
建
主
義

平
素
町
人
ど
も
を
か
た
づ
け
る
平
民
的
左
中
り
か
た
」
(
マ
ル
ク
ス
『
プ
ル
ジ
ョ
ジ
T
K
瓦
革
命
』

l
選
集
三
五
凹
瓦
)
で
あ
り
、
「
臆
病
て

用
心
ぷ
か
い
ブ
ル

d
a
7
d
ー
が
何
十
年
か
か
っ
て
も
・
完
成
て
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
よ
う
な
仕
事
を
「
民
衆
白
血
友
ま
ぐ
さ

h
行
動
」
に
よ
っ
て
完
成
す
る
手
段
て
あ
っ
た
(
マ
ル
ク
ス
『
道
徳
的
批
判
ξ
批
判
的
道
徳
』
|
選
集
第
二
春
六
一
頁
参
照
)
。
だ
が
同
時
に
、

巴
の
段
階
て
は
、
「
人
民
」
的
ゆ
き
す
ぎ

1
恐
怖
政
治
は
終
局
的
友
勝
利
を
治
さ
め
る
こ
と
は
、
絶
封
に
不
可
能
で
あ
っ
た
o

そ
れ
は

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
方
法
の
慶
止
を
・
必
然
な
ら
し
め
る
物
質
的
諸
保
件
が
ま
だ
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
た
よ
か
っ
た
し
(
前
掲
普
六
一

に
結
集
さ
せ
る
か
わ
り
に
、

か
ら
ゼ
あ
り
、
プ
ロ

V

グ
リ
ア
ト
が
階
級
と
し
て
来
形
成
て
、
自
ら
の
確
固
と
し
た
黛
を
も
た
ず
、
農
民
を
そ
の
窯
の
ま
わ
り

、
、
.
、
、
、
、
、
、

プ
日

ν
グ
リ
ア

1
ト
も
農
民
も
プ
ル
訊
ョ
ア
黛
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か

b
て
あ
る

(
λ

タ

1

9

頁
) 

y

『
ロ
シ
ア
共
産
禁
の
相
導
者

hozび
組
織
品
告
と
し
て
り
レ
T

エ
ン
』
ス
タ

t
p
ン
長
集
第
四
春
一
二
四
三
四
頁
参
照
)
。

こ
の
貼
は
、
努
農
同
鼠

白
勝
利
が
、
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
革
命
へ
の
直
接
的
静
化
を
保
脅
し
う
る
保
件
の
て
さ
た
最
近
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
こ
と
な
る
、
初
期
プ

ル
グ
ョ
ア
革
命
の
基
本
的
特
徴
て
あ
る
。



と
も
あ
れ
、

、
、
、
、
、
、
、
、

「
人
民
」

H
U
農
民
・
平
民
は
、
徹
底
的
な
封
建
制
の
一
掃
と
民
主
々
義
す
な
わ
ち
共
和
制
主
要
求
し
て
闘
っ
て
い
た
の

ペ
ザ
ン
ト
・
レ
ヴ
オ
ル
ト

w
u
F
ν

壬

ツ

プ

ス

ア

1
a
イ

そ
の
主
要
た
開
準
舞
藍
は
、
農
民
一
段
と
都
市
騒
援
お
よ
ぴ
軍
隊
に
あ
ヲ
た
。
こ
の
勢
力
を
代
表
し
て
い
た
の
は
、

ν
ず

で
あ
り
、

エ
ラ

1
ズ
て
あ
る
(
ヱ
ン
ゲ
ス
ス
『
反
デ
ュ

'
p
y
F
論』

l
選
集
第
十
四
巻
八
八
頁
品
世
間
)
。

臣
け
イ
ギ
D
ス
革
命
は
、
フ
フ
ン
ス
革
命
左
己
と
な
刀
、
完
全
な
恐
怖
政
拍
を
し
ら
な
い
調
自
の
弱
さ
を
も
ヲ
て
い
た
。
そ
れ
位
、
と
の
ニ
ワ
の
革
命

を
匝
則
す
る
土
地
問
題
の
解
決
の
仕
方
の
ち
が
い
に
も
関
連
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
と
の
鞘
に
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
の
ち

に
ふ
れ
る
と
ー
と
に
し
よ
う
。

件
マ
ル
タ
ス
も
ヱ

y
F
ル
λ

も
、
デ
ィ
7
7
1
ズ(同門
E
『
主
]
a
u
)

に
づ
い
て
は
一
言
も
L
F
h
w

て
い
な
い
。
と
と
で
は
、
レ
ゲ
ェ
ラ
'
ズ
司
と
い
う

名
稲
は
、
そ
の
他
の
左
翼
諸
分
訴
を
も
骨
品
売
意
時
で
用
い

b
れ
て
い
る
と
僻
し
て
よ
か
ろ
う
。
(
ち
な
み
に
、
デ
4

ッ
が
1

ズ
が
護
見
、
相
介
さ

れ
た
の
は
今
世
相
初
頭
以
後
の
乙
と
で
あ
る

l
1角
山
柴
著
『
資
本
主
義
の
成
立
酒
程
』
一
五
六
頁
参
照
)
。

E 

反
革
命
勢
力

反
革
命
勢
力
の
申
核
を
悲
し
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
た
く
、
絶
動
王
制
ぞ
あ
る

3

「
近
代
の
歴
史
記
越
は
、

h

円
か
に
し
て
絶
樹
三
制

が
、
奮
封
建
的
諸
身
介
が
波
落
し
、
中
世
的
市
民
階
殺
が
近
代
的
プ
ル

O
ョ
ア
階
級
に
ま
ぜ
成
長
し
て
は
い
る
が
、
左
語
、
た
た
か
い
い

つ
つ
あ
る
諸
黛
汲
の
一
つ
が
他
方
を
克
服
し
て
は
い
た
か
っ
た
過
渡
的
時
代
に
あ

b
わ
れ
る
か
を
立
詮
し
た
」
(
マ
ル
ク
λ

『
道
徳
的
批

列
と
批
列
的
道
徳
』
濯
某
第
二
巻
七
一
頁
)
。

寸
貴
族
と
市
民
階
級
と
が
た
が
い
に
勢
カ
伯
仲
し
た
」
(
エ
ン
ゲ
パ
ス
『
家
族
私
有
財
芦
拘
よ
び

バ

町

ネ

f
n
v

チ
ュ

l
F
ル
出
品
の
課
題
は
、
大
封
建
諸
候
の
力

国
家
の
起
源
』

l
選
集
第
十
一
云
世
田
七
六
頁
)
己
の
絶
封
王
制
成
立
の
時
期
に
あ
っ
て
は
、

を
弱
め
、
そ
白
権
力
を
自
己
白
至
高
支
配
に
集
中
ナ
る
己
と
で
あ
っ
た
。
中
央
集
権
化
は
一
般
に
、
己
の
時
期
に
あ
っ

τは
、
地
+
刀
聞
の

交
換
の
殻
展
、
商
品
涜
遍
の
漸
吹
の
増
大
、
小
さ
な
地
方
諸
市
場
白
金
園
民
的
市
場
へ
む
集
中
の
過
程
と
照
醸
し
て
い
た
の
ど
あ
り
、
こ

の
過
程
の
主
人
公
で
あ
っ
た
も
の
は
商
業
費
本
家
で
あ
っ
た
(
レ
1
ζ

ン
『
人
民
の
友
と
は
な
に
恥
』
レ
l
z
ν

全
集
第
一
世
一
四
九
頁
参
照
)
。

マ
ル
ク
ス
l
z
y
F
ル
ス
の
イ
ギ
n
p

ス
草
命
前
凡
打

第
七
十
八
巻

四
O 

第
五
競

主
九



マ
ル
ク
ス

1
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
イ
ギ
P
ス
草
命
請
け
円

第
七
十
八
各

四

O
凹

第
丘
鵠

O 

だ
か
ら
こ
そ
「
市
民
は
商
工
業
に
よ
っ
て
、
一
方
て
は
封
建
諸
候
か
ら
金
銭
を
ま
き
あ
げ
、
モ
の
土
地
所
有
企
手
形
に
解
消
せ
し
め
、
他

方
て
は
か
く
し
て
窮
地
に
お
い
込
ま
れ
た
大
土
地
諸
侯
に
た
い
す
る
絶
封
王
制
を
た
す
け
た
し
]
(
マ
ル
ク
ス
『
道
徳
的
批
判
左
批
判
的
選
情
惜
し

ー
選
集
第
二
巷
六
凹
頁
)
の
で
あ
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
駄
を
念
頭
に
お
い
て
、
絶
針
王
制
の
「
木
旅
心
開
化
的
活
動
は
中
央
集
権

化
に
あ
っ
た
」

(
前
知
明
書
b
三
頁
)
と
か
い
て
い
る
。
と
の
と
と
は
、

チ
ュ

l
ド
ル
出
慌
に
た
い
し
て
、
新
貴
校
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
勃

興
が
も
づ
た
意
義
士
解
明
す
る
際
の
示
唆
を
興
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

じ
か
し
、
絶
封
王
制
の
階
級
的
本
質
は
、

「
封
建
的
諸
身
分
」
と
「
市
民
」
と
の
鼠
純
な
均
衡
の
う
え
に
あ
ヲ
た
の
て
は
な
い
。
む

(
エ
ン
ゲ
ル
ス
反
ダ
ュ

9
ン
F

し
ろ
、
問
者
の
あ
い
だ
の
「
闘
借
金
胞
を
つ
う
じ
て
、
政
治
的
強
力
は
貴
族
の
味
方
を
し
た
の
ゼ
あ
る
し

そ
し
て
、
続
劃
王
制
の
成
立
期
に
み
ら
れ
た
あ
の
「
一
方
の
身
分
を
沿
い
つ
め
る
た
め
に
、
主
権
が

市
民
階
級
を
貴
族
に
ふ
た
い
し
て
利
用

L
た
一
時
期
は
例
外
」
(
前
拘
普
三

C
四
頁
)
を
た
し
て
い
る
陀
ナ
ぎ
た
い
。
す
て
比
ふ
れ
た
よ
う

陀
、
十
六
世
紀
白
沿
わ
り
頃
か
ら
、
絶
封
王
制
と
新
貴
族
・
ブ
ル
説
ョ

7
0
ー
と
の
矛
盾
は
、
決
第
に
激
し
く
な
り
、
ス
テ
ュ

7
l
ト

朝
に
入
る
と
と
も
に
一
居
そ
の
度
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
グ
ス
は
次
白
よ
う
に
か
い
て
い
る
。

論
』

l
選
集
第
十
四
巷
三
O
四
頁
)
。

「
社
曾
の
物
質
的
生
活
諾
傑
件
が
大
い

r護
展
し
て
、
そ
の
公
的
政
治
形
態
の
鑓
佑
が
祉
曾
に
と
づ
て
の
死
活
的
必
要
事
と
な
ヲ
た
場
合
に
は
、
醤
政

治
樽
刀
の
全
曲
引
は
国
型
化
す
る
。
そ
う
な
る
と
絹
針
王
制
は
、
中
央
集
権
化
す
る
か
わ
り
に
、
い
ま
や
地
方
分
機
化
せ
ん
と
こ
こ
ろ
み
る
。
封
建
前
需
身

分
の
敗
退
の
結
果
と
し
て
う
ま
れ
、
ま
た
そ
の
解
僅
に
も
つ
正
も
熱
心
に
参
加
さ
え
し
て
お
き
な
が
ら
、
い
ま
や
そ
れ
は
、
す
〈
な
く
と
も
封
建
的
差

別
の
外
観
だ
け
で
も
同
執
ぜ
ん
と
こ
こ
ろ
み
る
。
商
業
主
工
業
、
同
時
に
ま
た
市
民
階
級
の
度
頭
を
以
前
に
は
図
力
な
ら
び
に
自
己
の
紫
光
の
必
要
な

諸
傑
件
と
し
て
庇
護
L
な
が
ら
、
い
ま
や
絶
叫
国
王
制
は
、
す
で
F
強
力
な
プ
ル
グ
ョ
ア
ジ
ー
の
一
干
中
に
あ
づ
て
た
え
ず
危
険
な
武
器
と
な
っ
て
い
る
商

工
業
を
い
た
る
と
こ
λ
一
で
阻
止
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
不
安
気
な
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
ま
な
ざ
し
を
、
そ
の
興
隆
の
生
誕
地
た
る
都
市
か
ら
、
そ
の
ふ



る
い
勇
敢
な
敵
手
の
毘
で
地
球
り
こ
え
て
い
る
農
村
に
む
け
て
い
る
」

(
マ
ル
ク
ス
『
道
徳
的
批
判

ε抗
列
的
遺
徳
』
!
題
集
第
三
容
七
三
頁
)
。

R
l
F
H
ス
ト
ラ
ッ
プ
ホ

l
r
開
制
の
探
用
は
、
ま
さ
し
く
、
絶
封
王
制
り
こ
う
し
た
本
性
に
根
ざ
し
て
い
た
の
て
あ
る
。

一
方
ゼ

の
商
エ
業
興
隆
に
と
も
な
う
、
プ
ル
品
ョ
ア
グ
白
富
の
増
大
と
、
他
方
ゼ
の
財
政
危
機
D
進
行
(
前
掲
害
六
凹
頁
参
照
)
と
は
、
主
制

を
し

τ、
古
い
封
建
税
の
復
活
を
含
め
て
の
一
租
税
の
増
徴
と
、
産
業
規
制
(
漏
占
)
と
に
走
ら
せ
た
の
で
あ
り
、
そ
白
い
ず
れ
も
が
、

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
新
貴
族
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
詰
ー
を
必
然
た
る
反
王
制
に
か
り
た
て
る
結
果
し
か
生
ま
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、

「
政
治
的
に
は
、
ま
だ
あ
い
か
わ
ら
ず
無
力
て
あ
ヮ
た
市
民
階
級
が
、
そ
の
増
大
し
て
ゆ
く
経
済
力
に
よ
っ
て
危
険
な
も
の
と
な
り
は

じ
め
た
瞬
間
か
ら
、
主
権
は
ふ
た
た
び
貴
族
と
同
盟
し
た
。
モ
の
た
め
に
ま
ず
イ
ギ
リ
ス

Jr・-
Z
E
E
-
-
市
民
階
級
白
革
命
が
勃
裂
し
た
」

(
エ
ン
ザ
ル
ス
『
反
デ
ュ

1
9
y
r
論
』
選
集
第
十
四
巷
三
O
凹
頁
)
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
あ
フ
て
、
新
貴
族
と
己
と
た
る
「
奮
貴
族
」
が
、
存
在
し
た
こ
と
を
一
不
殴
し
て
い
る

『
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
?
と
一
反
革
命
』
選
集
第
一
一
一
巻
三
五
凹
頁
参
照
参
照
)
。
モ
れ
は
、
「
資
本
家
的
東
南
部
」
の
多
く
の
地
方
に
す
ら
、
そ
し
て

1

封
建
的
北
西
部
」
白
金
地
方
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
「
新
し
い
方
法
て
白
ら
む
所
領
を
利
用
す
る
に
は
、
能
力
や
資
本
や
心
意
朱

(
マ
ル
ク
ユ

も

機
舎
も
と
も
に
も
た
な
い
よ
う
な
地
主
」
(
凸
国
民
包
苦
A

・
司
、
同
誌
記
弘
同
号
、
ト
昼
、
主
唱
日
!
∞
参
照
)
を
指
す
の
ぞ
あ
ろ
う
。

だ
が
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
れ
以
上
な
に
も
越
べ
て
い
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
奮
貴
族
と
園
教
舎
と
は
、
王
制
の
背
後
に
あ
っ
て
、
王
裳

沃
と
よ
ば
れ
た
反
革
命
勢
力
の
中
心
官
、
な
し
て
い
た
白
て
あ
る
(
マ
ル
ク
ス
前
掲
香
三
万
四
頁
参
照
)
。

以
上
て
わ
れ
わ
れ
は
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
γ
グ
ル
ス
に
し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
白
革
命
勢
力
と
反
革
命
勢
力
と
を
見
て
き
た
。

前
者
は
、
新
貴
族
・
プ
ル
チ
ョ
ア
ジ
l
と
つ
人
民
」
と
い
う
(
「
ド
イ
ケ
農
民
敵
手
』
に
治
げ
る

z
y
p
b
ス
の
己
と
ば
を
借
れ
ば
)

コ
一
つ
白
介
沃
」
か
ら
成
り
、
後
者
は
、
絶
封
主
刷
、
奮
貴
族
島
工
び
園
教
脅
か
ら
成
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス

l
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
イ
ギ
9

ス
革
命
論
付

事
七
十
八
巻

回

O
五

第
五
掛




